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亀田健二教授のご略歴と研究・教育活動について
京都産業大学法学部　准教授
若　狭　愛　子
　亀田健二教授は、1948年にお生まれになり、1971年に関西大学法学部法律学
科を卒業され、同大学大学院法学研究科公法学専攻修士課程に進学されました。
1973年に「計画制限」の研究で法学修士を取得され、修士課程を修了されると
同時に、大阪大学大学院法学研究科公法学専攻博士課程に進学されました。そ
の後、1979年に京都産業大学法学部専任講師に就任され、1983年には助教授に
昇進されました。そして、1991年に関西大学法学部教授として着任され、2004
年の法科大学院の開設とともに同大学大学院法務研究科教授に、2007年には同
大学に新たに開設された政策創造学部教授に就任されました。
　教授の学問的関心は、法学部生時代に都市行政の研究をされていた田村浩一
教授の薫陶を受けたところから始まり、アメリカ合衆国の土地利用規制制度で
あるゾーニング、ドイツの環境行政等、広く諸外国との比較法研究を進められ
ながら、日本の都市行政への提言を続けてこられました。1994年 4 月から1996
年の 3 月までの 2 年間、ドイツの計画法理論の研究を深めるために、ハイデル
ベルク大学に在外研究に行かれましたが、ご留学中の1995年にも「ドイツにお
ける特定部門計画確定決定での防護負担」を執筆、関西大学法学論集に掲載さ
れるなど、精力的に研究を進められました。
　また、教授はご自身の研究について、研究対象の諸制度に関わる法概念の深
遠なる議論には立ち入らず、実践に即した内容に終始したと控えめに話される
のですが、実際には、哲学的な議論にも精通しておられ、折りに触れて、特に
インフォーマルな会合の場などでは他の教員や院生などと熱い議論をされてお
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られました。
　ところで、関西大学は教授の母校でもあるため、学生にとって魅力ある大学、
社会において役立つ大学であることへの思い入れもひとしおで、その実現のた
めには労を惜しまず活動されてこられました。その一環として、関西大学着任
以降、経済・政治研究所の所員として、現実社会が抱える多様な問題の解決に
つながるよう、あるいは、より良い社会の構成に資する新たな提言をなせるよ
う人文社会科学分野の総合的・学際的な研究にも精力的に取り組まれました。
また、大韓民国の漢陽大学との学術交流にも積極的に関わられ、関西大学で開
催されたシンポジウムへの参加にとどまらず、可能な限り、韓国を訪れるメン
バーに入り、漢陽大学の先生方との交流を深められました。教授の飾らないお
人柄は、懇親会等を通じて漢陽大学の先生方にも受け入れられ、広く国境を越
えて学問的交流以上の交友関係を築かれました。さらに、予てより大学全入時
代を見据え、より魅力ある大学作りが重要だと考えておられた教授は、既存の
学部制度の枠組みではなしえない新たな教育システムの実現を図り、新時代の
大学の牽引力となるような新学部（現政策創造学部）の必要性を思い、その創
設に奔走され、創設後は自らも新学部に移籍し学部運営が軌道に乗るように尽
力してこられました。
　また、教授には、関西大学の学生時代、千里山法律学会に所属し、法理論に
関して学友たちと活発な議論を交わすとともに、司法試験や公務員試験の勉強
にも取り組まれ、国家公務員試験にも合格された経験をお持ちです。そのご経
験から、司法試験や公務員試験合格を目指す学生や院生への助言・指導を熱心
になされ、特に行政法ご担当ということもあり、演習受講生から多くの公務員
試験合格者が出るなどの実績を上げてこられました。教授の指導の対象は、受
講生に限らず、希望する院生のためにボランティアでドイツ語の勉強会を開か
れるなど、広く指導を求める学生や院生の要望に応える形で、大学の講義終了
後、夜遅くまで指導されることもありました。真面目に取り組む学生らへの熱
血指導は、学問にとどまらず、受験生の進路相談、時には人生相談に親身に応
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じておられました。さらに、学生の健康状態にも気遣われ、身体と健康が資本
であり、そのためには食事と睡眠が大事だと言われ、よく指導後に学生を伴っ
て食事に行き、しっかり食べるように勧めておられました。そして時には、食
事会の会話から始まった議論が白熱し、 2 次会、 3 次会と場所を変えて続き、
気がつけば東の空が白んでいることもあったそうです。
　なお、教授の熱血指導は少人数の学生に対してだけでなく、大教室であって
も教卓前を端から端まで歩きつつ、常に受講生に目を配りながら良く響く声で
語りかけるように講義されておられました。ただ時々、あまりに熱が入り過ぎ
て、知らず知らずのうちに早口で話されたり、あるいは大阪弁で語られること
もあり、そのことを学生から指摘されると、「すまん、すまん」とすぐに謝罪さ
れ、「いかんなあ、悪い癖が出た」と照れ笑いを浮かべられることもありまし
た。しかし、授業中に私語をする学生などは決して許さず、まさに雷を落とす
という表現がふさわしい迫力でもって叱っておられました。その際、教授がも
っとも強くおっしゃっておられたのが、まじめに受講している他の学生の邪魔
をするなという点で、このことからも常に学生のことを第一に考えて授業され
ていたことがうかがえます。また、新学部始動など公私ともにこの上なくご多
忙であった中、2009年から2012年まではキャリアセンター所長の職に就かれ、
学生のキャリア形成のためにご尽力されたのも、常に学生の進路や将来に心を
砕き、また大学の発展を願ってこられたからではないかと推察いたします。
　また、学生との関わりは教育面だけでなく、学生活動への支援も熱心になさ
れ、関西大学文化会「落語大学」や体育会「ボクシング部」の顧問を引き受け
られ、ご多忙な中でも、時間を作っては寄席や試合の応援に出向かれ、学内外
で部員にすれ違う際でも「がんばれよ！」「この前の試合、良かったぞ！」な
ど、常に大きく明るい声で激励の言葉をかけておられました。そんな中、がん
ばっている学生がいると、我がことのように本当に嬉しそうに、時に誇らしげ
にその学生の話をされる姿を幾度となく目にいたしました。その反面、学生が
不名誉な出来事を起こした際には、「一人のためにがんばってる皆が迷惑をこう
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むるんや」と憤られ、本気で悔しがられるなど、心から学生の活動を応援して
こられました。
　最後になりましたが、教授は、長年、大阪府の各種審議会をはじめ、いくつ
もの行政機関の委員（長）に就かれ、地域社会にも貢献されました。主に、景観
保護や事業認定など自治体の都市計画・都市整備の充実発展に関わられること
で、人々の生活の安全・安心に資するようにと活発に活動されてこられました。
その中の一つ、池田市での「池田市まちづくり条例策定委員会」会長としてご
尽力されたことが、関西大学と池田市とが包括的な連携協定を結ぶ契機にもな
りました。
　上述のように、亀田教授は関西大学着任以降、休むことなく、魅力ある大学
作りのため、より良い社会を構築するため、自身と関わりのある教員・学生が
幸せになるために、ご自分にできることがあれば全力でそれに取り組むのが自
らの使命であるかのような熱い思いで、昼夜をわかたず東奔西走し精力的に活
動してこられました。また、関西大学を、その学生たちを心から愛しておられ
るのだと、その言動から滲み出ておられる教授ですが、決してご自身は表舞台
に出られることなく、常に裏方に徹してこられました。こういったところに、
教授の情熱的、だけど少しシャイなお人柄がよく顕れているのではないでしょ
うか。以前より、ご退職後はこれまで温めてきたけれども手をつけることなく
きたテーマについて研究し、時にはオンブズマンのように行政へのご意見番に
なりたいのだとおっしゃっておられた教授ですが、行政のみならず、今後も、
大学や私たち後進のご意見番でいていただければ幸いです。
